
育児休業取得状況等報告書 

【企業担当者記載欄】 

【対象従業員記載欄】 

 

１ 企業名 株式会社アソビバ 

２ 貴社の取組状況について 

（１）男性の育児休業促進に取り組むきっかけ・背景 

 男性の育児休暇取得が当たり前の世の中になっているため、時代に合わせるために育

児休業促進に取り組むことになった。 

（２）男性の育児休業取得促進にかかるこれまでの取組 

 今回が初の育児休暇取得者であったため、育児休暇取得者の不利益にならないように

情報を収集した。 

（３）取得促進にあたっての課題とその解決策、工夫した点 

 育児休暇取得者の業務をフォローできるかが課題であったが、業務分担をして解決す

ることができた。 

（４）取得者がいる職場の業務継続のために取り組んだこと 

 他の従業員にフォローをするように声掛けを行った。 

 

（５）定着に向けて、更に取り組んでいることがあれば教えてください 

 育児休暇取得条件に当てはまる従業員がいれば、積極的に取得するように取り組んで

いきたい。 

１ 育休取得期間 通算 62日間 

２ 育児休業の取得について  

（１）育児休業を取得したきっかけ 

１度しかない乳児の成長を育児を通じて十分に我が子と関わりたいと思った。育児の

大変さ、楽しさ、ストレス等をパートナーと共有して将来に活かしたいと思った。 

（２）育児休業を取得して良かったこと 

子供の一番の成長期に一緒にいれたことをとても嬉しく思います。ママでもパパでも

子供が嫌がらないのは育児休業を取得した成果だと思っています。自分も育児をするこ

とでパートナーへのリスペクトに繋がりました。(育児の大変さを共有したため。) 

（３）育児休業の取得にあたり、円滑に業務を引き継ぐ上で工夫した点 

引き継ぐ業務の進捗を議事録に残し過去の経緯がわかるようにした。事前に客先にも

話をして引き継ぐ後任者を紹介し円滑にコミュニケーションが取れるように事前にフォ

ローした。 

（４）育児休業の取得経験を通して業務に生かせていること 

子供との時間はかけがえのないものと感じた為、今まで以上に業務の効率化に努めて

います。 

（５）これから育児休業の取得を検討している方へのアドバイス 

自分はこの育児休業が無ければパートナーとの育児に対する共有ができず、いつか家

庭環境が悪くなっていたのではないかと感じたため、男性も育児休業を取得し身をもっ

て知ることが大切だと思います。育児休業は是非取得すべきだと思います。 


